
病院へ行く？救急車を呼ぶ？ 迷った時の電話相談窓口
携帯電話・プッシュ回線からは ＃（シャープ）7119へ
ダイヤル式・つながらないときは 058-265-0009へ

【厚生労働省ホームページ】

こんな時は
迷わず119へ

緊急性がある場合は、

救急安心センターぎふ（＃７１１９）
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 岐阜県公式ホームページ
水難事故等に関するQ&A(よくある質問) 

 

◆冷静になる
 

◆顔だけ水面に出し浮かぶ

 ◆足は下流側に向ける
 ◆助けを呼ぶ（声のみ）

 

溺れてしまったときは...
◆大声で助けを呼ぶ 
◆119番通報 

◆水に浮くものを投げる・渡す
 ※泳いで助けに行くと、巻き込まれる

　可能性があります。

 

溺れた人を見つけたときは...

川の事故を防ごう

川は、一見安全に見えるけど...

川ではライフジャケットを着用しましょう

毎年岐阜県の河川で水難事故が発生しています
。

楽しい川遊びをするためには、川の危険性を知ることが重要
です。

大切な人の命を守るために、みんなで考え・学び・伝え
ましょう。

迷わず119番通報してください。



令和６年能登半島地震
緊急消防援助隊活動記録
令和６年能登半島地震
緊急消防援助隊活動記録

発生日時　　令和６年１月１日　１６時１０分
最大震度　　震度７（石川県輪島市、志賀町）
　　　　　　岐阜県内（高山市・飛騨市）　震度５弱

活動期間　　令和６年１月１日～１月１０日　　
　　　　
派遣隊・人数  １次隊 ６隊・２４名（１月１日～１月４日）
　　　　　   ２次隊 ６隊・２４名（１月４日～１月７日）
　　　　　   ３次隊 ６隊・２４名（１月７日～１月１０日）
　　　　　   合計 １８隊・７２名

６隊の内訳
岐阜県大隊指揮隊１隊、消火小隊２隊、救助小隊１隊、救急小隊１隊、後方支援小隊１隊

災害概要

可茂消防事務組合の活動

備えあれば憂いなし備えあれば憂いなし

近隣住民等
約27,000人
（約77.1％）

消防、警察
自衛隊
約8,000人
(約22.9％)

　災害時に被害をできるだけ少なくするためには、一人ひとりが「自分の命は自分で守る」という意識を持つこと
が重要です。例えば、地震の時に身を守るために家具の転倒防止をする。ガラスの破片が散乱した場合に、足の
ケガを防ぐためにスリッパを用意しておくなど、日常生活から対策をすることはとても大切です。また、飲料水な
ら一人１日３リットルを目安に、３日分を用意する。食料はアルファ米など長期保存可能なものに加え、ビスケッ
トやチョコなど一人最低３日分を備蓄しておきましょう。
　能登半島地震では、電気・水道・ガスなどがストップし、トイレの排せつ物を流すことができず、排せつ物が溜
まりトイレが使用できない状況になりました。そのため、非常用トイレなど凝固剤により排せつ物を固めて処理
できるものを備えることも重要です。

　左のグラフのとおり、阪神・淡路大震災では、家族も含む「自助」や
近隣住民等の「共助」により生き埋めになった約８割が救出されており、
「公助」である消防・警察などによる救出は約２割程度しかなかったとい
う調査結果があります。
　災害は忘れたころにやってきます。危険箇所を確認する、近隣の方とコ
ミュニケーションをとるなど、日常的に災害に備えましょう。

出典：令和2年版防災白書
        阪神・淡路大震災における救助の主体と救助者数 備蓄非常食(参考) 備蓄凝固剤等(参考)
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　熱中症は、4月でも発症する場合があります。昨年の搬送者数を見ると、65歳以上の方が半数以上を
占めており、年齢とともに発症・重症化リスクが増加するので、エアコンの使用、こまめな水分補給を心が
けましょう。
　高島消防司令補の経験談のように、症状が出始めてから対処しても、症状の進行が止まらず、重症化し
てしまう場合もあります。毎年、多くの方が熱中症で救急搬送され、命に関わるケースもあるので、これか
らの季節は特に注意が必要です。まずは熱中症にならないよう予防することが大切です。
　最近では、「暑さ指数」という気温や湿度、日差しの強さから算出した指数や、暑さ指数をもとに「熱中症
警戒アラート」という情報が気象庁と環境省から発出されますので、参考にしてください。
熱中症になってしまったと思ったら
◆風通しの良い場所や日かげ、冷房の効いている場所に移動し、衣服をゆるめて体を楽にする。
◆冷たい水で濡らしたタオル・アイスパック・氷などで首筋や脇の下、足の付け根を冷やす。
◆意識がある場合は、冷たいスポーツドリンクや薄い食塩水を飲んで水分・塩分を補給する。
意識がない、もうろうとしている、自分で水分がとれない場合は、迷わずに１１９番通報をしてください！

経験から学ぶ熱中症
 その日は、最高気温が35度を超える猛暑日でした。朝から体調に異常
はなく、普段と同じように出勤し、午前中に訓練や他の業務を並行して
行っていました。 
　午後、建物火災が発生し、いつもの様に防火衣を着て、火災現場に出
動しました。住宅が炎上する現場活動での緊張感の中、体を動かし、声
を張り上げ、息を切らしながら消火にあたっていました。 
　消防車の中には隊員の水分補給用に水やスポーツドリンクが常備されているため、こまめに水分補給
をしながら活動を行っていました。 
　体調の異変に気がついたのは軽い頭痛からでした。上着を脱ぎ、休憩をとりましたが、軽い頭痛は
徐々に激しい頭痛に変わり、めまいと吐き気を伴いました。現場から消防署に帰ってきた後に、手足がし
びれ、けいれんを起こし、歩行できない状態になり、救急搬送されました。 
 私が熱中症を経験した後、特に気をつけていることは、「水分補給」です。喉が渇いてからではなく、時
間があれば水分を摂るように心掛けています。また、周りの声かけや気配りで早期に発見でき、重症化す
る前に適切な対応を行うことができます。 
　皆さんも「今まで大丈夫だったから」ではなく、誰しもが熱中症のリスクがあることを認識し、準備し、
予防してほしいです。 

個人の経験を
みんなの経験値に

熱中症を経験して

救急隊長からのアドバイス

令和5年 熱中症の月別救急搬送者数（管内）
令和5年 熱中症の年代別救急搬送者数（管内）

服に火が着いちゃった  

どうしよう  

もしものとき

 

おもちゃ花火おもちゃ花火おもちゃ花火
ルールを守って
             楽しく遊

ぼう！

出典：公益社団法人 日本煙火協会  http://www.hanabi-jpa.jp

 
 そんなときは

　走らず、慌てず

 

 

ストップ
ドロップ＆ロール

地面でゴロゴロ

〇顔を手で覆って
　目鼻口を守ろう　

〇やけどをしたらす
　ぐに水道水でしっ
　かり冷やそう

↑SFマークのついた花火
　で遊びましょう。
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